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化しうるパラメー ター を2つ含み,格子定数,結合エネルギー ,3 つ の 弾 性 定 数 が あ う よ う に 定
めた｡その結果<fk>-～0であるmodeは横波のTlで次 に T 2 か や や そ れ に 近 い こ と が
ゎか-たoこのことから(筈 串 0がな｡たちうる-ic ro な 根 拠 - 性 的 に は -
できる｡
次にこのRiceの式をγm(Ⅴ)に用いてみるとKrantとKenned y の 実 験 で 示 さ れ た
･m(Ⅴ)とVとの- 関係4),又Tm(-ax)の値などもよく説明できる の で l享 こ の こ と
は ㌦(Ⅴ)は<γk>ではなくTlmOdeに大きなweightのかかった或平均 値 と に 求 め ら れ
るべきと考えている｡更に0度のγk を上で求めたパラメーターを用いて M ie-G rih eisen
の状態方程式からU Pの関係を求めるが,これはKennedy達の実験5)をかな り よ く
説明する｡
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